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＜連絡事項＞

· 安ヶ平Drの診察日の変更があります。11/3（金）は病院創立記念日である為、11/3（金）の診察は明日11/2（木）午後に行うとの事です。

· 11/3（金）創立記念写真撮影について、当日は9:15に青南病院前に集合して下さい。また、留守番スタッフは10:10に青南病院前に集合し、時間厳守でお願いします。

· 11/3（金）11:00からの特別講演についてですが、当日深夜明け及び準夜勤務者、当日ユニット留守番のスタッフと休憩に入るスタッフ以外は出席（当日公休のスタッフも出席）となります。

· 安全対策委員会より、転倒・転落アセスメントスコアシートが導入されます。どの患者様がどの程度、転倒・転落のリスクが高いか各自を目を通しておいて下さい。

～導入患者様～

大久保美津子様、中沢匠様、板橋トミ様、中野英男様、坂本良雄様、砂葉良子様

藤田金弘、石塚文明様、神山忠強様、中山栄作様、玉井クニ子様

＜患者様連絡事項＞

· 蛯名　英一様～点滴は本日で終了となり、アルコール依存症治療プログラム開始となっ　

ています。毎日の振り返りを促していきましょう。

· 古川　文博様～11/2（木）種市外科受診のため、外出となります。

· 木ノ下　ツヨ様～11/7（火）職員付き添いにて眼科受診となります。

· 玉井　クニ子様～昨日、入浴時に転倒され、右眼瞼と上口唇に裂傷を負われています。
　　　　　　　　主治医へ報告し、イソジン消毒とファスナート固定の指示があり、施
　　　　　　　　行。イソジン消毒は7日間継続との指示です。本日、主治医診察し小

坂Drに外科的な面で診察してもらった方が良い指示あります。本日、午前中に小坂Drへ連絡していますが本日は八甲田での講演があり、夕方過ぎまで八戸には帰らないとの事。夕方、折り返し小坂Drより連絡があった場合は、上記の事を伝え、診察日時を確認して下さい。

· 倉舘　昌雄様～夜間時間隔離（21:00～8:00）にて経過されていましたが、本日主治医　
　　　　　　　診察し、興奮無く落ち着きも見られている事から隔離解除となっていま
 　　　　　　　す。病棟ルールは守って頂く事と暴力行為等の問題となる行動があっ
 　　　　　　　た場合は再び、隔離室に入室して頂く事も合わせて説明しています。
　　　　　　　本人は説明に対し了解されており、隔離解除後は興奮等無く、ホールに
 　　　　　　　て過ごしています。

· 藤田　金弘様～本日、弟（藤田　金美様）の面会があり、外出希望が聞かれています。

現在、母親が六戸の施設に入所しており11/6（月）に母親に合わせに行きたいとの事。送迎は弟様が行うとの事で、時間は午前9:00から午後15:30までの予定となっています。主治医へ確認し、外出の許可は下りています。注意事項として、現在、歩行器を使用している為、ふらつき等による転倒に注意して下さいとの事です。外出許可について連絡が欲しいとの事で、本日の19:00には自宅にいるとの事ですので準夜スタッフは注意事項を含め連絡をお願いします。

＜隔離室入室患者様検討＞

· 野沢　英貴様～終日隔離中。現在、退室時間を設けて退室してもらっている。最初のう　　　　

ちは落ち着いて過ごしているが、時間が経つと落ち着きに欠けテレビのチャンネルいじりなど見られる。また、入室に対しても拒否的であり時間を要しています。Aユニット勤務者は、その日の本人の状態や周囲への影響を考えて退室させて精神症状・行動・夜間の睡眠状態などの観察を行って下さい。できるかぎり退室時間を設けましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム実施状況確認・評価＞

· 畑中　徹様～主治医と面談し、アルコール依存症治療プログラムを3ヶ月間みっちり行　　　

うことに決定しています。本人、アルコール依存症治療プログラム自体は住んでいた仙台の病院で行なったこともあり、断酒会にも参加したこともあるということで受け入れは良好です。ただ、内に秘めたものを全てさらけ出していないためプログラムの際は引き出すような関わりをして、本人のサインを見逃さないようにしましょう。

· 古川　文博様～病棟内では、自分勝手な行動が目立っているがアルコール依存症治療プ　　

ログラムの参加姿勢は良い。本人も今後のことについて考えている様子

で、プログラム中は涙目になることも見られる。断酒意志も確立されつつあるためプログラムを継続して行っていく。

＜私物管理について（現状と今後の対応）＞

· 入院時の私物については全て名前をつけてもらうこととし、倉庫に保管する際も他者の物と区別できるように別に置くなどの工夫をする。

· 入院時の私物を家族と本人（病状による）と職員とで一緒に確認（名前の有無も）同意をえる。













